
 ● すでに 16 歳以上で受給資格が無い方
　→受給資格者登録申請が必要となります。対象者には通知いたしますので、福祉課窓口で申請を行っ

　　てください。※令和２年２月より申請開始する予定

 ● 子ども医療費助成金受給資格者証をお持ちの方
　→新たに資格者証を送付いたします。※令和２年３月に発送する予定

■子ども医療費助成制度
　　子ども医療費助成制度では、保険適用医療費の自己負担分を助成しています。

　【対象者】

　①垂水市に住所を有する、０歳～ 18 歳の子ども

　②生活保護やひとり親家庭医療費助成制度、重度心身障害者医療費助成制度の対象者は除く

　【受診から支給までの流れ】

　①県内の医療機関を受診する際に、保険証と受給資格者証を提示します。

　②受診後、医療機関窓口で請求額を支払います。

　③保険適用の医療費の自己負担分は、医療機関等を通じて市に報告があります。

　※県外の医療機関を受診した際は、受診月から６カ月以内に領収書と印鑑を持って福祉課窓口で

　　申請してください。

　④事前に登録した口座に、市から助成分の医療費が振込まれます。

　　※受診月から振込までは、およそ２、３カ月かかります。
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子ども医療費助成の
対象者が拡充されます！
　垂水市では、子どもの疾病の早期発見及び早期治療を促進し、子どもの健康の保持増進を図ること

を目的に子ども医療費の助成事業を行っています。

　令和２年４月１日より、対象者が「中学校修了前（15 歳に達する日以後の最初の３月 31 日以前

の者）」から、「18 歳に達する日以後の最初の３月 31 日までの間にある者」に拡充されます。

 Child institution Introduction

こどものひろば
協和児童クラブ

水之上児童クラブ

市内児童施設を
毎月ご紹介！

◎福祉課＿児童障害者係　☎内線 124・127

所在地＿垂水市海潟 865（協和小学校内）
開設＿月～金曜日　授業終了後～ 18：00
　　　土曜日・長期休み　8：00 ～ 18：00
定員＿ 36 人
連絡　垂水市シルバー人材センター☎ 0994-32-9781

所在地＿垂水市本城 639 番地 8
開設＿月～金曜日　授業終了後～ 18：00
　　　土曜日・長期休み　8：00 ～ 18：00
定員＿ 25 人
連絡　垂水市シルバー人材センター☎ 0994-32-9781

DATA

DATA

　
小
規
模
校
の
協
和
小
学
校
は
、

児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
児
童
の

年
齢
に
幅
が
あ
り
、
同
学
年
で
活

動
す
る
機
会
が
少
な
い
で
す
。
学

校
と
家
庭
の
間
に
あ
る
児
童
ク
ラ

ブ
は
、
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
や
違
う

学
年
の
児
童
と
活
動
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
主
体
性

や
社
会
性
の
形
成
に
も
繋
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
よ

り
良
い
環
境
で
行
え
る
よ
う
支
援

し
、
保
護
者
が
安
心
し
て
仕
事
と

子
育
て
を
両
立
し
て
い
け
る
よ
う

育
成
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
水
之
上
地
区
は
多
く
の
子
育
て

世
帯
が
暮
ら
し
て
お
り
、
水
之
上

小
学
校
の
児
童
数
も
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
保
護
者
が
子
育

て
し
や
す
い
環
境
に
あ
り
、
児
童

ク
ラ
ブ
も
家
庭
の
子
育
て
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
内
で
は
子
ど

も
た
ち
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
創
意
工

夫
を
し
、
遊
び
を
考
え
、
楽
し
く

過
ご
せ
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

毎
日
通
い
続
け
ら
れ
る
よ
う
職
員

一
同
、
認
識
を
深
め
な
が
ら
育
成

支
援
に
励
ん
で
い
ま
す
。

学校の余裕教室にある児童クラブは、放
課後の子どもたちの生活の場となって
います。学校が終わった後の解放感はあ
りますが、児童クラブでの決まりは守り
つつ、自由さを大切に希望・願いに寄り
そった支援を行っています。保護者が安
心して仕事ができ、子どもたちが安心し
て児童クラブへ帰って来られるよう、支
援していきたいと思います。

学校生活での楽しいこと、嬉しかったこ
と、辛かったことなど、さまざまな思い
を抱え、「ただいま」と帰る場所が児童
クラブだと思っています。生活環境や年
齢が違う子どもたちを温かく迎え、元気
に楽しく過ごしてほしいというのが指
導員の願いで、任務でもあります。子ど
もたちが「明日もまた行きたい」と思え
る児童クラブを目指しています。

上籠 智子 主任

間庭 榮子 主任

今月は、

協和児童クラブと

水之上児童クラブ

野外活動・遠足、サツマイモ収穫体験、クリスマス会、吟行会
料理体験

野外活動・遠足、サツマイモの収穫体験、クリスマス会、
バルーン教室

主なイベント

主なイベント
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